
 

令和４年度 

 

第４回在宅医療・介護連携推進協議会 

 

会 議 録（要旨記載） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和 5 年 2 月 16 日（木）午後 1 時 30 分～ 

       会場：湖西市防災センター  

                                            

                                             



１ 出席者 

＜委員＞ 

長 尾 文之助  （ 浜名医師会 ） 

鈴 木   隆   （ 浜名医師会 ） 

塩 野  州 平   （ 浜松市薬剤師会 ） 

      内 山  大 輔  ( 介護老人保健施設まんさくの里 )  

        夏 目  志津子  （ 市立湖西病院在宅支援室 ） 

      鈴 木  織 江  （ 浜名病院地域医療連携室 ） 

前 田  幸 代   ( 訪問看護ステーションはまな ） 

内 藤  加代子  （ 地域包括支援センター湖西白萩 ） 

浅 井  恵 子  （ ケアプランセンター陽菜 ） 

稲 本  直 子  （ サンシティあらい ） 

吉 田  朝 子   ( 湖西市社会福祉協議会 介護センターこさい ) 

藤 田  周 子  （ 有識者 湖西市医会 医師 ） 

山 下  いづみ  ( 有識者 元浜松市医師会・坂の上ファミリークリニック湖西分院 

開設準備室 ) 

＜事務局＞ 

阿 部  祐 城  （ 健康福祉部高齢者福祉課長 ） 

      尾 崎  里佳子  ( 健康福祉部高齢者福祉課保健師 ） 

      松 井  美智子  ( 在宅医療・介護連携支援センター相談員 ) 

      辻 村  圭 一  ( 健康福祉部健康増進課係長 ） 

 

 

 

 

２ 会議次第 

 １. 開会  挨拶 

 ２. 議事 

(1)  A-3 湖西市の訪問診療の体制について 

(2） E-1 連携お助けブックについて 

   (3)  B-1 令和５年度市民向け講演会及び A-1 多職種連携研修会について 

   (4)  その他 

       B-1 エンディングノートについて 

D-5 令和３年度ヤングケアラー実態調査結果について（情報提供） 

３.次回案内  次回６月 29 日（木）予定 

                   

   

 

 



３ 会議内容      開始 13 時 30 分から 

開会 

1 あいさつ 

 

 

 

 

   

 

2 議事 

（1）A-3 湖西市の訪問

診療の体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者福祉課長）湖西市在宅医療・介護連携推進協議会を開会しま

す。議事の進行については長尾先生お願いします。 

 

長尾会長）司会を務めさせていただきます。宜しくお願いします。 

 

長尾会長）それでは議事に入ります。 

  

事務局説明 資料 1-1、1-2） 

以前協議会で検討した市立湖西病院（緩和ケア）との病診連携につ

いてまとめた。 

各医療機関から相談したい場合は、直接太田医師または在宅支援室

へ相談。その後の対応内容は太田医師と相談の上、外来受診のタイ

ミング、レスパイトや症状悪化時の入院受け入れ、麻薬管理等のア

ドバイスなどが想定される。湖西病院との連携方法が見えてきたと

ころで湖西市の在宅医療体制の一部として、湖西市における訪問診

療対応機関（資料 1-2）を作成。市内多職種や近隣病院に周知啓発

していければと思う。内容や周知先、周知の必要性の有無も含めて

意見をいただきたい。先に記載のある湖西病院、坂の上ファミリー

クリニックより意見をいただきたい。 

 

夏目委員）緩和ケア対象の方を看ていきたいと思うが、体制として

在宅での看取りはできない。緩和ケア外来も皆様に周知され予約に

ついてもホームページは第 2・4金曜日だが、第 1金曜日も予約が

とれるようになっている。ケースバイケースであるため、まずは在

宅支援室にメールや電話か太田医師にメールをお願いしたい。 

 

山下委員）（案 2）長尾クリニックと並列の形で進めていただけるの

か。 

 

事務局）どちらがよいか。坂の上ファミリークリニックは訪問診療

専門の表記としようとしたが、診療所区分は長尾クリニックと同じ

となる。 

 

山下委員）記載内容は公表前に本部スタッフにも確認したい。続け

て医院紹介。小児まで対応可。精神科の訪問看護の指示書はだせな

いが、緩和ケア含め大概の処置は可能。現在 4 月の開院に向け準備

中。活用いただければと思う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩野委員）（案 2）だと長尾クリニックも同じように訪問診療をされ

るように思われてしまう。（案 1）のほうが混乱はないと思うが、長

尾先生次第だと思う。また坂の上ファミリークリニックのパンフレ

ットだけ見ると普通の診療もしてくれるように思ってしまう。 

 

山下委員）表記上そうなるが、訪問診療のみの対応となる。初回の

相談外来については、診療所にて実施。 

 

事務局）専門職向けに提示することで連携がスムーズになればと作

成。メールでの紹介なら一般の方の目には触れない。 

 

前田委員）長尾先生の考え次第だと思う。クリニックに出向いた際、

カレンダーを見ると様々な会議や当番などが書き込んであった。身

体的にきついのではないか、緊急時に呼んでよいか心配になる。 

 

長尾会長）市民の方は知っておられるので。コロナ禍はどこも大変

だった。基本的にはどちらでもよいと思う。 

 

事務局）まずはかかり付け医にという文言をいれたほうが良いか。 

 

長尾会長）浜名病院はいかがですか。在宅支援対応ベットの確保は

レスパイト的にされていますよね。 

 

鈴木織江委員）訪問は限られた人のみ。直接開業医からの問い合わ

せはあまりなく、ケアマネジャーや三ケ日方面からの依頼が多い。

（三ケ日は、レスパイト入院できる病院がない）中でも骨折系が多

い。表記については塩野委員と同じ意見。 

 

内山委員）表記は塩野先生と同じ意見。 

 

内藤委員）カテゴリーを市立湖西病院と開業医の 2つに分け開業医

の中で在宅療養支援診療所と一般の診療所に分けてはどうか。在宅

療養支援診療所が強調されすぎてしまわないほうが良い。 

 

浅井委員）病院が多くなりどのように活用しようかと思っている。 

ありがたいことだと思う。 

 

稲本委員）これだと長尾先生が 24 時間いつでも対応してくれると

思ってしまい大変に感じる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)E-1 連携お助けブッ

クについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田委員）私も同じく 24 時間対応ばかりが強調されるのはいかが

かと思う。内藤さんの意見に賛成。 

 

前田委員）先ほど話した通りに、相談が殺到すると体が心配。 

 

藤田委員）内藤委員の意見に賛成。 

 

鈴木隆委員）在宅療養支援診療所がクローズアップされると、しっ

かり理解していない方はとまどってしまうので、内藤委員の意見が

分かりやすく賛成。 

 

事務局）（案 1）の市内開業医の枠を広げその中に在宅療養支援診療

所と通常診療所に分け、在宅療養支援診療所の中に長尾クリニック

と坂の上ファミリークリニックを入れる形に修正する。市内多職種

や近隣病院に 4月以降に周知で良いか。 

 

委員一同）賛成。 

 

事務局説明）更新内容について説明及び差し替え依頼。医会及び薬

剤師会の今年度の配布方法について意見を伺いたい。一式配布、A

医療機関から社会資源配布、更新部分のみ配布のどの形がよいか。 

 

鈴木織江委員）社会資源の食事配達３事業所削除が必要。 

 

事務局）修正部分気づいた時点で連絡いただけるとありがたい。 

 

山下委員）データベースに居宅が入っていないのはデータベース化

しにくいからか。 

 

事務局）居宅は現在 Cのみ。A と C で重なる部分があるため、C を

やめるなら A に記載するのも良い。たくさんの専門職に利用しても

らうために試行錯誤している。両方必要か。 

 

鈴木織江委員）Aは私たちが主に見るが Cは病棟等で利用している。

両方あるとありがたい。 

 

塩野委員）配布方法はうすい方が良い。更新部分の差し替えのみで

良い。その方が、どこが変更になったか分かりやすい。 

 



 

）  

）  

）  

）  

） （3）B-1 令和 5年度市

民向け講演会及び A-1

多職種連携研修会につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）その他 

・B-1 エンディングノ－

トについて 

・D-5 令和３年度ヤング

ケアラー実態調査結果

について 

 

 

 

 

 

3 次回案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

長尾会長）医会も同じく。 

 

事務局）更新された部分がわかりやすいように、表をつけて配布す

る。公式ホームページも３月中に更新予定。 

 

事務局説明）R5 年度市民向け講演会は医会の先生にお願いできれば

と思っている。宜しくお願いいたします。 

多職種研修会については昨日もありがとうございました。アンケー

ト結果を踏まえて来年度企画していきたい。回収したアンケートの

中には対面でできると良いとの意見があった。 

 

前田委員）役所でやるオンライン研修はいつも通信環境あまりよく

なかった。もう少し何とかなると良い。 

 

山下委員）私ももう少し何とかなると良いと思った。 

 

長尾会長）多分ホストの Wi-Fi の影響かと思うので検討していきた

い。 

 

事務局説明）2023 年エンディングノ－トができたので、お手元に配

布。市民の方々には 4月号広報で周知していく予定。 

ヤングケアラーの実態調査結果をインターネットより入手できた

ため一部抜粋して情報提供する。本人の自覚有無に関わらず、学校

生活等に影響がでていることがわかる。もしこういう状況を見つけ

た時には、家庭児童相談所や教育委員会に相談してほしい。 

 

長尾会長）その他意見はあるか。 

 

一同）なし。 

 

事務局）次回 6月 29 日（木）予定。 

第 4回在宅医療・介護連携推進協議会を終了する。   

 


